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Abstract 
This paper explores the kinds of learning strategies with Japanese Kanji and vocabulary 
learning within L2 classroom. Much previous research of learning strategies were about the view 
of the using of learning strategies in L2 classroom. This study referred to Oxford(1994)’s learning 
strategies model , created a new examining approach which locates the using of learning 
strategies in L2 classroom within a learning process. The data examined includes the transcription 
of a Japanese L2 classroom and the interviews which comprises both the conscious interview and 
follow-up interview. Based on analysis of data, the paper indicates that the process of L2 
language learning in classroom follows four phases aim, plan, action and evaluation, which is 
constructed by the using of metacognitive strategies. In addition, the direct strategies and social 
strategies have been found being used within the action phase. Furthermore, affective strategies 
have been surmised to be used in each phase of the process and to function on motivating 
learners to proceed the learning action of this process. 
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本稿の狙いは，従来の学習ストラテジー研究方法と違う新たなアプローチで学習プロセスの観
点で学習ストラテジーが教室場面での働きを検討することである． 
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学習ストラテジーを分類する多くの試みがあるが，その中で最も広範な試みはオックスフォー
ド(1994)である(ネウストプニー1999)．オックスフォード(1994)が開発したアンケート形式の
SILL(the Strategy Inventory for Language Learning)は現在日本語教育でも広く利用されているリス
トである(新版日本語教育事典 2005)．学習ストラテジーの分類はオックスフォード(1994)による
と，直接ストラテジーと間接ストラテジーに分けられる．直接ストラテジーは，多量の情報を入
力，貯蔵し，検索するのに役立つ記憶ストラテジー，受け取った情報を分析し，繰り返し練習す
るという認知ストラテジー，情報不足を補うための補償ストラテジーの 3 グループに分けられて
いる．直接ストラテジーと相互に作用し合って，学習の環境を作り出す間接ストラテジーは，学
習計画を立て，学習成果を評価するメタ認知ストラテジーと感情的な環境に働きかける情意スト
ラテジーおよび社会ネットワークから協力を求める社会ストラテジーで構成されている． 
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このなかでも，計画，実行と評価の三つの段階に分けられるメタ認知ストラテジー(ネウスト
プニー1999:7)の重要性はしばしば指摘されてきた．メタ認知ストラテジーは，言語学習を成功
させるには欠かせないものである．言語学習者は，メタ認知ストラテジーを意識的に活用しない
と，あまりにも多くの「新しいもの」を前にして，学習上の焦点を見失ってしまう(オックスフ
ォード 1994)．例えば，伴(1999)が述べているように新たな言語学習を始めると，学習者は母語
と異なる文字体系や文法規則に，あるいはまた数知れぬ多くの語彙に対処していかねばならない．
その際に留意すべき部分と留意しないでよい部分を区分けすることなく全く雑然と学習してい
くならば学習は不成功に終わってしまう．日本語の成績と関連づけて行われた研究のなかでは，
成績上位の学習者において，メタ認知ストラテジー使用が極めて高いという結果がでている(伴
1999)． 
ネウストプニー(1999)には，学習ストラテジーを単なる調整の手段として考えるのではなく，
一つのプロセスとしてみる必要があるという指摘がある．この学習プロセスについて，伴(1999)
は第 2 言語学習におけるメタ認知ストラテジーについての研究でメタ認知ストラテジーはそれ
ぞれの方略が別個に生起するのでなく，「自分の学習を明確に位置づける」「自分の学習を順序た
て，計画する」「自分の学習をモニターし，きちんと評価する」というように一連の流れとして
生起するものであると述べている． 
一方，直接ストラテジーと間接ストラテジーの関係についてはオックスフォード(1994)は直接
ストラテジーは特定の所作ごとや場面がいろいろに変わる中で台詞を扱う舞台俳優に似ている．
その舞台を監督する総合的な学習を扱うための役割を果たしているのは間接ストラテジーであ
ると述べている． 
そう考えると，単にメタ認知ストラテジーだけではなく，他の間接ストラテジーそして直接学
習ストラテジー全体も一つの学習プロセスの観点から見られなければならない． 
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日本語教育における学習ストラテジー研究は，1990 年代以降，学習者がどのような学習スト
ラテジーを使用しているかを調査し，記述するなどの研究が学習ストラテジー研究の焦点となっ
ていた．特に「優れた学習者」の学習行動にどのような特徴があるのかに興味が集まっていた．
最近の学習ストラテジー研究の焦点は学習者の学習自律性と学習ストラテジーの指導に移る傾
向がある(斎藤 2005 他)が，主な研究は「優れた学習者」を分析の基準としているものである．  
言語学習ストラテジー研究の最終の目標はより効果的に学習者の学習活動を支援することで
あるが，優れた絶対的な学習方法の探すことはなかなか困難だろう．確かに優れた学習者がいい
学習方法を使用することは成功の一つの要素であるということは否定できないが，決定的な要素
ではないと考えられる．学習者学習ストラテジーの働きが学習者の言語学習活動とどのように関
連しているか，学習者が学習ストラテジーを選択する過程を解明することによってより客観的に
学習ストラテジーの言語習得への影響を把握することが重要であると思われる． 
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本稿では，学習ストラテジーの使用実態について検討した上で，学習ストラテジーが学習プロ
セスにおいてどのように位置づけられるのか，またどのように働くのかを検討する．メタ認知ス
トラテジーの働きを解明することを本研究の中心にし，また，語彙学習が第 2 言語学習の困難な
部分である(Bridgman 2005)ため，その膨大な数の新しい語彙をおもに学習内容とする語彙授業は
特にメタ認知ストラテジーの働きが観察されやすいのではないかと考えられる． 
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語彙学習ストラテジーの研究については，横須賀(1999)が，学習ストラテジーの研究には日本
語の語彙･漢字学習に関するものは極めて少なく，効果的な学習法についての具体的な提言も十
分になされていないと述べている．語彙学習ストラテジーの使用実態に関する研究 (伴 1989, 横
須賀 1995 など)では，いずれも優れた言語学習者が使っている学習ストラテジーの解明を主な研
究目的とし，学習ストラテジー自体がどのように学習者の言語習得にかかわるか言及していない． 
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そこで，本研究では，オックスフォード(1994)の分類方法を分析基準としてある日本語漢字語
彙教室場面における学習者の学習ストラテジーの使用実態について調査を行い，学習ストラテジ
ー，特にメタ認知ストラテジーの働きを学習プロセスの観点から，学習ストラテジーが言語習得
との関係を検討する． 
以下の点について考察する． 
1) 学習ストラテジーの使用実態：日本語初級漢字語彙授業でどのような学習ストラテジーが
使われているか．そして，学習者がその学習ストラテジーを使用しているとき，どのよう
な意識を持っているか． 
2) 学習ストラテジーと学習プロセスとの関係：観察されたストラテジーはどのような学習プ
ロセスに位置づけられるか，各学習ストラテジーがこの学習プロセスの中でどのように働
いているのか． 
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本調査は 2008 年に日本国内のある大学での日本語授業を対象にした．この授業は初級学習者
に対する漢字語彙の授業で，『みんなの日本語・漢字Ⅰ』という教科書が使われ，授業補助資料
として，漢字練習用のシートも用いられている． 
調査対象者は受講する学習者のうち，録画されたデータの中で行動がはっきり確認できる 6
人の学習者である．C グループは漢字圏の学習者で，H グループは非漢字圏の学習者である． 
接触場面の変容と言語管理 
138 
� 1� �������� 
調査対象者 性別 国籍 所属 日本語学習歴 滞日時間 
C1 男 中国 工学部 3 ヶ月 1 ヶ月半 
C2 女 中国 園芸学部 3 ヶ月 8 日 
C3 男 中国 工学部 1 ヶ月半 1 ヶ月半 
H1 男 マレーシア 工学部 3 ヶ月 1 ヶ月半 
H2 男 バングラデシュ 園芸学部 1 ヶ月半 4 年 
H3 男 タイ 理学部 1 ヶ月半 8 ヶ月 
 
本稿ではこのうち普段ほとんど欠席せず授業にもっとも熱心に参加していた C1 と H1 を分析
対象者とし，二人の学習ストラテジーの運用を検討する． 
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筆者は一学期(2008 年 4 月～7 月)を通し，毎週 1 回の授業を見学し，学習者の学習活動をメモ
の形で取った．また，録音，録画した授業(2008 年 5 月 12 日)は，4 月授業開始から 1 ヶ月半ぐ
らい，5 回目の授業である．教室の前方にビデオを一台全員の学習者が映るように置いておき，
IC レコーダーを二人の学習者の音声を録音するために学生たちの机の上に置いた．収集したデ
－タから観察できることは学習者の身体行動と声だけである．学習者のノートなどに書いてある
具体的な内容は見えないが，ノートに取った内容について必要に応じてフォローアップ・インタ
ビューで直接に対象者に聞いた．そして，デ－タに映っていない黒板で書いてある板書の内容を
教師の行動とともにメモを取った． 
一週間後に，調査対象者に一人ずつインタビューを行った．非漢字圏学習者に対して英語，漢
字圏の学習者に中国語を用いた．インタビューは学習者の学習全体に対する意識調査と学習者に
データを見せながら行動をとっている際の意識についてのフォローアップ・インタビューの二つ
の内容になっている．意識調査の内容は学習目標，この授業に対する評価，この授業でもっとも
学習したい内容，今までの学習経験などのいくつかの質問で構成されている．インタビュー内容
は全部録音し，文字化した． 
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この授業は特に漢字の語形と漢字の語彙の二つの学習項目がある．漢字の字形を覚えることと
どこで使っているかということを語彙のなかで例示することが主な内容である．そして，漢字ご
とにほぼ同じ順番で教えられている． 
授業の流れは漢字ごとに以下のとおりに分けられる．(括弧の部分は各段階のまとめ) 
Ⅰ 授業を始める前に，教師は学生にシートを配る．一回の授業ではシートを三回配る．(シ
ートを配る) 
Ⅱ 授業が始まると，教師は黒板で学習内容の漢字を書く．(新出漢字を書く) 
Ⅲ 漢字の横に音訓読み方を書いて学習者にこの漢字の読み方を指導する．(読み方を教える) 
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Ⅳ この漢字を用いる単語を提示して，読み方，意味などを教える．(単語を書く) 
Ⅴ この漢字および単語に関連する情報および意味などの内容を学習者に紹介する．(解説) 
Ⅵ 教材におけるおよび黒板に書いてある単語を学習者に復唱させる．(復唱させる) 
Ⅶ この漢字をもう一度黒板で大きく書きながら，書き順の番号をつけて，学習者に漢字の書
き方を教える．(書き順を教える) 
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以下の表は実際に観察されたストラテジーを，オックスフォード(1994)の分類方法を分析基準
としてまとめたものである． 
 
� �� �1 � �1 ������������ 
C1 のストラテジー  C1 の行動   H1 のストラテジー    H1 の行動 
記憶ストラテジー  記憶ストラテジー   
「身体的な反応や感覚
を使う」 空書 「連想をする」 
漢字の字形を図に
連想する 
認知ストラテジー   声を出しながら書
き順を練習する 
「発音して／書いて練
習する」 単語を読む練習 
「身体的な反応や感覚
を使う」 空書 
「ノートを取る」 テキストにない単
語を記録 認知ストラテジー 
 
「表現を分析する」 使い方を分析 「繰り返す」 漢字の書く練習 
「一般規則を演繹的に
適用する」 
分析したルールを
応用 「ノートを取る」 単語・書き順を記録
「母語との関連付け」 母語で区別して記
憶 
「ある言語の知識を当
てはめる」 
英語で意味を理解
する 
「目立たせる」 特殊な読み方の単
語を区別 
  
�タ認知ストラテジー  �タ認知ストラテジー  
自己モニターをする エラーを起こす原
因を認識する 自己モニターをする 
漢字を正しく書け
たか判断する 
情意ストラテジー  情意ストラテジー  
自分の不安を軽くする 疲れたとき休憩を
とる 自分を勇気づける 
「完璧」と自分をほ
める 
  
自分の不安を軽くする
よく笑う 
興味がある内容を
聞く 
  ��的ストラテジー  
   
明確化，確認を求める
単語について質問
する 
 
このような学習者の行動は一学期を通して観察され，教師と学習者のやりとりが少なく，情報
の流れが，教師から学習者に向かっていることが多い授業において，学習者の学習行動もある程
度安定していることが分かった． 
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次に，一つの漢字の教授の流れ表に即して調査対象者の中の二人 C1 と H1 が流れごとにもっ
とも頻度が多く行っていた行動を示す． 
 
� �� �������������� 
 教師の行動 C1 の行動 H1 の行動 
Ⅰ シートを配る シートの漢字や読み方を書く シートの漢字を見る  
Ⅱ 新出漢字を書く シートの漢字や読み方を書く シートの漢字を見る�書く  
Ⅲ 音訓読みを教える 黒板を見て本と対照して記録
する 
シートの漢字を見る�書く ／黒板
を見て本と対照して記録する 
Ⅳ 単語を書く 小さい声で読んで記録する 黒板を見たり記録したりする 
Ⅴ 解説 聞く 聞く  
Ⅵ 復唱させる �を�きながら，自分がしたい
ことをやる／復唱 
�を�きながら，シートで漢字を書
く／復唱  
Ⅶ 書き順を教える 黒板見ない，�の本を見る／黒
板を見る 黒板を見る 
 
ここで注目したいのは下線の部分で，これらは授業の流れから外れている動作である．この表
から分かったことは二人の学習者がそれぞれ計画とおりに学習したい部分に当たる授業の流れ
に集中することである．この行動は「注目する」ストラテジーの使用だと考えられる． 
たとえば，この授業で配られるシートは漢字の書きの練習用だから C1 にとって難しくない．
しかも次の授業で宿題として提出するので，C1 はシートが手に入ったらすぐ書き始める．C1 は
漢字を書くことよりは読み方のほうを重視するため，シートにある漢字の単語の読み方を補うと
ころは�の段階に入る前にもテキストを見ながら自分で判断してやる．あとの�の段階で，チェ
ックするためきちんと聞いたり記録したりする． 
それに対し，H1 はシートを漢字を書くための練習帳とし，授業で教師の指示に沿って書く．
H1 はシートが手に入ったら，漢字の字形を見ることに集中すると，観察された．これについて
フォローアップインタビューによると本人は，漢字が自分にとって大変困難な部分であるので，
大部分の時間は友達に勧められた字形を図に連想して覚える方法を使っている．しかし，本には
このストラテジーについてなかなか役に立たないと評価しているが，ほかの効果的な方法が見つ
からないので，一応こういう方法を試すと報告している． 
以上から分かったのは各学習者の学習行動が学習ニーズの優先順位に応じて行われているこ
とである． 
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意識が学習行動にどのように働くのかを解明するために，各学習者に意識調査も行った．その
結果は以下の表に示す． 
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C1 の意識 メタ認知ストラテジー 筆者の�� 
授業の内容を確認して授業
が簡単だと評価した 
学習全体を見て，既知の材料
と結びつける  
評価によって自分の学習ニーズに
応じる学習目標を設定する 
授業の時間を存分に利用し
て多くの情報を受けること
にした 
目標と目的を設定する 
学習中心になる語彙に関す
る内容を設定した 
言語学習タスクのために計画
を立てる 設定した目標を達成するため 
 
� �� �1 �������������� 
H1 の意識 メタ認知ストラテジー 筆者の�� 
授業の内容を確認して授業が
難しいと評価した 
学習全体を見て，既知の材料
と結びつける  
評価によって自分の学習ニーズに
応じる学習目標を設定する 漢字の認識を目標として設定
した 目標と目的を設定する 
漢字の書き方と使い方を学習
の中心にした 
言語学習タスクのために計
画を立てる 設定した目標を達成するため 
 
意識調査から得られた結果をもとに実際に観察されたストラテジーの運用を学習者の一連の
学習行動で一度振り返ってみると，以下のようにまとめることができる．(【】の内容はオック
スフォード(1994)の分類に基づく行動と関連づけるストラテジーの名前) 
C1： 
C1 ができるだけ多くの情報を得たいという気持ちを持ってこの授業を受けているため，【目
標と目的を設定する】というメタ認知ストラテジーを使った．自分(漢字圏学習者)にとってこの
漢字の授業のスピードが適当で困難ではないと評価し【学習の全体を見る】，多く情報を得るた
めに，授業の時間を存分に利用しようと決めて【目標と目的を設定する】，読みことに注目する
ことにした【言語学習タスクのために計画を立てる】．授業の内容を難しいと感じている部分に
注目して【注目する】様々な方法を使って学習し，すでに身につけた内容もしくは簡単な内容を
教えられるとき，先生の指導に従うかわりに，時間を利用して自習する．あるきっかけで，時お
り自発的に勉強方法をチェックし【自己モニターする】，エラーが発生する原因を探す．学習方
法が適当ではない場合には，その方法を検討する．そして，授業の後半になって疲れを感じると
鉛筆を弄ぶなどの行動【自分の不安を軽くする】によって学習活動を続ける．コストが高い行動
を続けられないと判断した場合には，学習計画を再調整して授業の流れに完全に沿っていく． 
H1： 
それに対し，H1 が漢字を早く習得したいという気持ちをもってこの授業を受けている【目標
と目的を設定する】．この授業は内容が難しい，スピードが速いと判断する【学習の全体を見る】．
全てを学習することは無理なので，漢字を早く習得するために，まず字形を認識できるようにな
りたい【学習タスクの目的を明確する】．そのために【言語学習タスクのために計画を立てる】，
授業の書き順と単語を教えられる段階に注目して【注目する】様々な直接ストラテジーを使って
【明確化，確認を求める】学習し，学習の効果をチェックする【自己モニターする】．授業で漢
字の難しさを認識して負担が大きいと感じているときに自分を褒める，よく笑うなどの行動【自
接触場面の変容と言語管理 
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分の不安を軽くする】によって学習行動を続ける．コストが高い行動を続けられないと判断した
場合には，学習計画を再調整して授業の流れに完全に沿っていく． 
 
???��� 
以上の分析によると，学習者の学習行動における学習ストラテジーの使用がお互いに一定の関
係にあることが分かった．実際の学習ストラテジーの運用がどのようなプロセスになっているの
かを解明するため，学習ストラテジーを一つの流れをまとめ，以下の図で示す． 
 
学習目標を設定する 
 
              
学習計画を立てる  
 
               
 計画を実行する 
                  
                
              評価する 
                                   
        
� 1� ��������������� 
(網掛けの部分はメタ認知ストラテジーの使用である) 
 
この図から分かるように，メタ認知ストラテジーは学習全体の行動を指示する軸の役割を果た
している．一方，本研究では直接ストラテジーと間接ストラテジーの社会ストラテジーは計画ど
おりに実行する場合で使われる．また，情意ストラテジーの使用は特に計画から実行までの段階
での使用が観察された．前の段階から次の段階へ進むプロセスにも力をいれていると推測される． 
学習者の学習行動は実はある循環して働いているプロセスである．しかし，各段階への循環プ
ロセスはかなり複雑で，学習者自分自身の要素だけではなくて，学習環境から受けた影響も無視
するわけにはいかない．今回の調査のデータには限界があったため，学習環境の要素を十分に検
討することができなかった．そして，このプロセスの各段階における行動は必ず毎回の授業で行
われたわけではない．学習者が授業の流れにある程度に慣れたら，実際の学習行動が安定したた
め，特に計画を立てる行動にかかわるメタ認知ストラテジーの使用頻度も低くなっていた可能性
がある．これらの点は図で示すことができない重要な部分なので，今後より一層明確にするため，
研究方法およびメタ認知ストラテジーの本質をさらなる検討する必要があると感じられた． 
 
 
「注目する」 
【直接ストラテジー】 
【社会ストラテジー】 
「自己評価する」「自己モニターをする」
【情意ストラテジー】 
「言語学習タスクのために計画を立てる」 
漢字語彙授業における学習ストラテジーの働き (金) 
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